2016道本部総合政策局発第654号

２０１６年１２月１日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　大出　彰良

（自治体政策部）

「連合エコライフ２１」の取り組みについて
～「ピークカットアクション２１」冬期の取り組み～
日頃の取り組みに、敬意を表します。
さて、連合は地球温暖化対策やライフスタイルの見直しなど環境対策として「連合エコライフ２１」の取り組みを進めています。連合本部は、地球環境が悪化する中、持続可能な社会の実現にむけ、地球温暖化対策やエネルギー安全保障などの観点で中長期的な展望に立った取り組みが重要であるとしています。電力供給の観点からも節電・省エネの推進が必要とし、一人ひとりの環境意識の醸成や具体的な取り組みが求められるとして、昨年に引き続き、電力需要ピーク時の抑制を課題として節電の啓発を進めるとしています。
これを受けて、連合北海道では、「ライフスタイル」の見直しを基本に、最大電力消費量が上昇する７月～９月を夏期における節電の強化月間とし位置づけ、エコスタイルなどの取り組みを進めてきましたが、北海道では、厳冬期に電力需要が高まることから、夏期の取り組みに引き続き、12月～３月期を冬期の節電強化月間と位置づけて、啓発運動を進めることが提起されました。

つきましては、各地方本部・単組・総支部においても、連合北海道「連合エコライフ２１」冬期の取り組みを進めていただくよう要請いたします。
記

１．連合北海道「連合エコライフ２１」冬期の取り組み
（１）最大電力消費量が上昇する２０１６年１２月、２０１７年１・２・３月を節電の重点取り組み月間とします。
（２）オフィス版「オフィス・ピークカットアクション」（別紙１）を活用し、以下の取り組みを啓宣・実践を進めます。
①　ウォームビズを労使で協議の上、重点取り組み月間中、職員・組合員に呼びかけます。
②　暖房の温度設定を控えめにし、20℃を目安に設定することを呼びかけます。
③　照明・ＯＡ機器など未使用時のこまめな消灯・電源切断を行います。
④　「ノー残業デー」を設定し、各職場での「定時退勤運動」を進めます。

（３）家庭での取り組みと一体的に進めます。

①　連合本部「環境にやさしい１２の生活の生活」（別紙２）、「家庭版『ピークカットアクション２１』」（別紙３）を活用し、家族とともに「身近なところから、できるところから」の実践をはかります。
（４）取り組みにあたって、連合本部ホームページ上の「連合エコライフ２１」ウェブサイト（http://www.rengo.org/）に掲載されている機材の活用をはかります。

※ウェブサイトに移動いただき、「身近なところから」をクリックし、
・「みんなで」チャレンジ『環境にやさしい１２の生活』
・「みんなでチャレンジ『ピークカットアクション」
をご覧いただき、取り組みの参考にしてください。
また、「ダウンロード」ページにはチラシやカットなども掲載されていますので、機関紙等へ活用いただくようお願いいたします。。

２．その他

上記に示した、多くの取り組みについては、日常的な生活の中で意識を持って取り組み、それが定着することこそが目的ですので、無理なく創意工夫された取り組みとなるようお願いします。

　ご不明な点などございましたら、道本部自治体政策部（神成・根本）までお問い合わせください。
以　上
（別紙１）
オフィス版「オフィス・ピークカットアクション」

· 「オフィス・ピークカットアクション」
	No
	分　野
	対　策

	1
	空　調
	· クールビズ、ウォームビズ（※）を実践し、温度設定を控えめにする（夏期：28℃、冬期：20℃が目安）。

	2
	
	· 扉やカーテン・ブラインドの使用、扇風機の活用などによる空調の効率化をはかる。

	3
	照　明
	· 昼休みや未使用時の事務所・会議室・トイレなどの、こまめな消灯を心がける。

	4
	
	· ＬＥＤ電球への買い換えや、可能な範囲で電球の数の間引きを行う。


	冷蔵庫

自動販売機
	· 温度設定を控えめにする（強にしない）。
	

	6
	
	· 扉の余分な開閉をせず、開閉時間も短くする。

	7
	トイレ
	· 温水洗浄便座の使用や、温度設定を控えめにする。

	8
	
	· 使用後は必ず保温便座のふたを閉める。

	9
	ＯＡ機器
	· 省エネモードを設定し、未使用時には電源をこまめに切る。

	10
	
	· プリンター等の共有機器の使用台数を、必要最低限にする。

	11
	
	· 最終退室者は共有機器の主電源を切って退社する。

	12
	エレベーター
	· 階段の利用を推奨し、エレベーターやエスカレーターの使用を最低限に制限する。


（別紙２）
「環境にやさしい12の生活」
～身近なところから、できるところから～
	No
	具体的取り組み

	1
	· 電化製品を上手に使って消費電力を削減しよう。

	2
	· 電化製品の主電源を切って待機電力を削減しよう。

	3
	· 水の蛇口はこまめに閉めよう。

	4
	· エコ通勤・エコドライブを心がけよう。

	5
	· ゴミは減量し、再利用可能な資源を分別して有効利用しよう。

	6
	· マイエコバッグを持ち歩き、省包装・簡易包装の商品を優先しよう。

	7
	· 食品廃棄・ロスはできるかぎり減らそう。

	8
	· 国産および身近な地域でつくられた食品や製品を選ぼう。


	9
	· 環境に配慮した製品を選択しよう。

	10
	· 紙や木材製品を買う時は国産材・間伐材のものを選ぼう。

	11
	· 緑のカーテンをつくろう。

	12
	· 蚊の発生源となる場所をなくそう。


· 網掛けは新規の項目
（別紙３）
家庭版「ピークカットアクション21」

· 「ピークカットアクション21 ～冬期版～」（12～3月）
	No
	分　野
	対　策

	1
	エアコン
	· 暖房の温度設定を控えめにする（20℃が目安）。

	2
	
	· 使用時に扉やカーテン・ブラインドを閉める。

	3
	
	· フィルターをこまめに掃除する。

	4
	
	· こたつなど効率良い部分暖房や、石油／ガスストーブ、湯たんぽなど電力をつかわない器具の活用を心がける。

	5
	
	· 重ね着や膝かけなど、衣類の工夫を心がける。

	6
	照　明
	· 電球の間引き、照度の調整をする。

	7
	
	・器具のこまめな掃除で明るさをアップする。


	冷蔵庫
	· 温度設定を控えめにする（弱に設定する）。
	

	9
	
	· 開いている時間を短くし、余分な開閉はしない。

	10
	
	· 物を詰め込みすぎないようにする。

	11
	テレビ
	· 画面のこまめな掃除で明るさをアップする。

	12
	
	· ＤＶＤやゲーム機器のつけっぱなしに注意する。

	13
	その他
	· 温水洗浄便座の温水・便座の温度設定を控えめにし、つかわないときには保温便座のふたを閉める。

	14
	
	· 炊飯は早朝にまとめ炊きをし、保温機能は使用しない。

	15
	
	· 電気式衣類乾燥機は極力使用しない。

	16
	電化製品共通
	· スイッチをこまめに切る。

	17
	
	· 省エネ効果の高い製品への買い換えや、省エネモードやタイマー機能の活用をする。

	18
	
	· 季節によって必要ない機器や、使用頻度の低い機器はコンセントを抜くまたは主電源を切る。

	19
	
	· スイッチ付きテーブルタップの活用で、待機電力の削減を心がける。

	20
	生活行動の工夫
	· 家庭において、特にピークカットが求められる時間帯（18:00以降）（※）の電力使用を極力抑える。

	21
	
	· 家族が同じ部屋で過ごし、消費電力を抑える。


· 時間帯については、政府の電力需給対策によって見直す可能性がある。
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